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研究成果の概要（和文）：　本研究は携帯電話におけるフィーチャーフォンからスマートフォンへの移行に関するもの
である。本研究では、両者間の非連続性を機種間の参照関係から明らかにしたうえで、その非連続性について、クチコ
ミの中で登場する「話題」の出現割合の変化から明らかにした。
　「話題分析」の結果、フィーチャーフォンとスマートフォン間で、話題の出現割合に明確な変化がみられる話題が、
全４３話題中１６ある一方で、明確な変化が見られない話題が２７話題と、６割を超えることが分かった。以上の結果
から、フィーチャーフォンとスマートフォンの間には非連続性とともに、連続性も存在することが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This research clarifies the transition from feature phones to smartphones in 
mobile. This research reveals discontinuity from referential relationships. And then we examines 
discontinuity with topic analysis which is a method of calculating appearance rate in text-mining.
Using topic analysis, in 16 topics (in 43 topics), we clarified obvious differences of appearance rate. 
On the other hand, in 27 topics, we can not clarified differences.
From these results, we can find discontinuity and continuity in the transition from feature phones to 
smartphones.

研究分野： イノベーション

キーワード： イノベーション　普及　テキストマイニング
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１．研究開始当初の背景 
イノベーションが企業の持続的な競争優

位の源泉であることから、これに関する研究
への関心は、研究者からのみならず、実務家
からも高い。 
 イノベーションに関する研究は、概略する
と、ベストプラクティス探求型研究と普及研
究というふたつに分類することができる。ベ
ストプラクティス探求型の研究は、新技術や
新商品などをイノベーションとし、それらを
創造する実践を、他の企業にも応用可能なも
のとして理論化することを目的としている。 
 他方、イノベーションの普及研究は、新技
術や新商品、新カテゴリーが登場し、それが
普及することによって生じる社会的変化と
いう現象をイノベーションとし、その現象が
生じる過程を綿密に追跡することで、変化の
過程や動因を明らかにしようとしている。 
RogersのベルカーブやBassの S字カーブな
どに代表される普及研究は、社会変化の過程
に主眼を置くため、実務家の商品開発過程な
どに直接的に応用されるものではない。しか
し、無秩序で不確実、そして目に見えないイ
ノベーションの過程をS字カーブなどの形で
可視化することは、経験に基づく意思決定で
はなく、数値やデータを用いた意思決定を可
能にするものといえる。本研究は、このよう
なイノベーションの過程を可視化する普及
研究の流れに位置づけることができる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、イノベーションの普及過程を明
らかにし、その過程を可視化する方法を構築
することを目的としている。イノベーション
の普及過程を可視化する方法が必要とされ
る理由としては、イノベーションの普及過程
における現状認識の難しさ、つまり企業自体
の立ち位置とその企業が開発する商品の市
場における位置づけの把握の難しさがある。
この問題を克服するためには、イノベーショ
ンの普及過程を目に見えない現象から、見え
るものへ、理論的に裏付けられた方法で可視
化する必要がある。本研究は、このような問
題意識のもとにはじめた。イノベーションの
普及過程を明らかにし、それを可視化する方
法を構築することで、これまでは経験に基づ
いて管理することしかできなかったイノベ
ーションの普及過程を、管理可能なものにす
ることができると考える。 
 事例としては、携帯電話におけるフィーチ
ャーフォンからスマートフォンへの移行を
対象とし、消費者によるインターネット上の
クチコミをテキストマイニングによって分
析することとした。下記に示す本研究が採用
した方法は、消費者の認知という観点からイ
ノベーションの普及過程を描き出すことを
可能にする。この手法を用いることで、消費
者が認識している製品やサービスに対して
の主観的な意味での連続性と非連続性を明
らかにすることが可能となる。 

 
３．研究の方法 
 本研究では、インターネット上のクチコミ
掲示板「価格.com」における掲示板利用者の
携帯電話に関するクチコミ情報を分析した。
対象の選択理由は、第一に、数多くの企業、
消費者などが普及過程を促進するアクター
として参加し、活発に新製品開発や使用、意
見交換がなされている点、第二に、分析に使
用するテキストデータが数多く入手可能な
点である。 
利用したデータは、2001 年から 2013 年の

秋に発売された全 1,358 機種中、1 機種当た
りのクチコミ件数が 2,000 件以上の 159機種、
合計 877,285 件のクチコミである。 
 具体的なテキストマイニングを用いた分
析方法としては①機種間参照関係の分析と
②話題分析である。 
①機種間参照関係分析とは、ある機種のク

チコミの中で、一定以上の割合で登場する別
の機種への言及を機種間の参照関係として
とらえたものである。例えば Aという機種の
中で B という機種への言及が、A 機種全クチ
コミの中で 1％以上ある場合に、参照関係を
抽出する。これを調査対象となっている全機
種にわたって行う。これを行うことで、消費
者がどのような機種に注目し、どのような機
種が普及過程において重要な役割を果たし
ているのかを、消費者の認知に基づいた機種
間の関係の中で可視化することができる。 
次に②の話題分析であるが、これはクチコ

ミ掲示板上であらわれる消費者によって行
われたクチコミの内容を話題として抽出す
るというものである。話題分析は次のような
過程を経て進める。テキストマイニングによ
って各機種を分析したとき、多数の語が共通
して多くの機種で出現する。しかし、語の意
味は文脈依存的なものであるため、それら諸
語に同じ意味が充当されているとは限らな
い。他方、共起する語が増えれば増えるほど
解釈の余地は狭まるため、語に充当される意
味の共通性が近似する可能性が高くなる。そ
こで上記頻出語と共起する語を分析し、頻出
共起関係を抽出する。そして、抽出された頻
出共起関係をコーディングルール（表 1）と
して、それを「話題」とする。このようにコ
ード化された複数話題が、調査の対象となっ
ている全機種の中でどの程度の割合で出現
しているのかを調査する。 
 
表 1 コーディングルール例 
話題 コーディングルール 

OS アップ
デート 

「OS」 ∩ {アップデート ∪ 
更新} 

価格 {価格 ∪ 値段} ∩ {高い 
∪ 安い} 

メール送
受信 

「メール」 ∩ {受信 ∪ 送
信 ∪ 送受信} 

 
 



表２ 抽出話題 
携帯契約 価格 予約 
写真・動画撮
影 

写真・動画再
生 

写真・動画保
存 

着信音設定 着信音ダウ
ンロード 

音楽・動画再
生 

メール送受
信 

通話・メール メール設定 

アプリ・アッ
プデート 

アプリ・イン
ストール 

アプリ設定 

PC ケーブル
接続 

ファイルＰ
Ｃ保存 

メモリカード
保存 

バッテリー
充電 

バッテリ・電
源 

バッテリ持ち 

画面・文字 文字入力 入力・操作 
画面表示 表示設定 設定変更 
設定確認 無線ＬＡＮ ＢＬＵＥＴＯ

ＯＴＨ接続 
不具合対応 再起動 電源入切 
レスポンス ワンセグ カメラ性能 
通話エリア 電波対応 電話帳登録 
ＯＳアップ
デート 

ダウンロー
ド 

サイト見る 

意見交換     
 
４．研究成果 
 ①の方法を用いた結果、フィーチャーフォ
ンとスマートフォンの間では参照関係が存
在せず、明確な分離が確認された。つまり、
フィーチャーフォン内での参照関係および
スマートフォン内での参照関係は存在する
にもかかわらず、フィーチャーフォンからス
マートフォンへ、反対にスマートフォンから
フィーチャーフォンへの参照は見出せなか
った。このことから、消費者はフィーチャー
フォンとスマートフォンを異なるもの、比較
の対象とはならないものと認識しており、携
帯電話の普及過程においては、消費者の視点
からは、両者が非連続なものとして認識され
ていることが分かった。つまり、スマートフ
ォンとフィーチャーフォンには明確な非連
続性がある事が明らかとなった。 
 他方、②の話題分析の結果、抽出され比較
の対象となった４３の話題（表 2）において、
フィーチャーフォンとスマートフォンにお
ける各話題の出現率を比較したところ、出現
率で２倍以上の差がある話題、つまり話題に
明確な非連続性があると考えられる話題が
１６、出現率が２倍以内の話題が２７であっ
た。同様の比較を、U 検定を用いて行った結
果としては、統計的に有意な差となる P<0.01
となる話題、つまり話題の出現率に明確な差
がある話題が３１、明確な差のない話題が１
２であった（マン・ホイットニーの U検定は
標本間に差が存在することを統計的に検討
するものである。本文中では同一の話題と考
えられるものが１２としているが、これは裏
にあたるものであり、あくまでも可能性と考
えるべきものである）。 

 以上から、携帯電話におけるフィーチャー
フォンとスマートフォンには、機種間の参照
関係から明確な非連続性が存在する一方で、
話題を分析すると、それらの間には多くの連
続性も存在することが分かった。つまり、フ
ィーチャーフォンからスマートフォンへ、反
対にスマートフォンからフィーチャーフォ
ンへの参照が見出せないということは、消費
者がフィーチャーフォンとスマートフォン
を比較の対象とはならない非連続なものと
認識していることを意味する。しかし同時に、
フィーチャーフォンとスマートフォン、それ
ぞれのクチコミにおいて、共通の話題の出現
が確認でき、消費者の認識に連続性が存在し
ていることも確認できた。イノベーションの
普及においては、非連続性だけではなく、こ
うした消費者の認識における連続性も、イノ
ベーションの推進者が注目していくべきも
のであると言える。 
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